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�図1： 「現象数理学グローバルCOE」から「現象数理学研究拠点」に向けて

先端数理科学インスティチュート（ＭＩＭＳ）

総合数理学部現象数理学科
（2013年4月~）

大学院先端数理科学研究科
現象数理学専攻 (2011年4月~）

現象解明をミッションとする数理科学の
展開と共に国際的な研究拠点を確立

現象数理学研究拠点の設置
先端数理科学インスティチュート（ＭＩＭＳ）

研究：現象解明をミッションとする数理科学の
　　　展開と共に国際的な研究拠点を確立

拠点リーダー：三村昌泰 副拠点リーダー：小林亮（広大）

現象数理学の更なる展開のための教育・研究体制

教育：複雑化する社会に向けて現象数理学的技術を
　　　身につけた人材育成（MIMS Ph.D.プログラム）

＜中野キャンパス＞＜生田キャンパス＞

グローバルCOEプログラム
「現象数理学の形成と発展」
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　実社会とのつながりが失われた数学―「忘れられた数学」へ

の反省から、国内のいくつかの大学において数学を母体として

「数理」という名前を付けた大学院が生まれ、社会とのつなが

りを進める努力をしてきた。明治大学も、「数理科学への貢献」

をめざして「先端数理科学インスティテュート」（MIMS）を設

置し、自然や社会の複雑現象と数理の世界の橋渡しを意味する

「モデリング」をキーワードに、新しい学問分野として「現象数

理学」を提唱した。そして2008年6月文部科学省事業「グロ−バ

ルCOEプログラム「現象数理学の形成と発展」（平成20年度開

始）が明治大学に誕生したのである。

　このプログラムは本年度が最終年度になる。クロージングに

当たり、これまでの活動実績と、そしてその継続を目指して2013

年４月から中野キャンパスにおいて展開する「現象数理学研究

拠点」等について、拠点リーダーである三村昌泰教授にお話を

伺った。

−5年間の現象数理学グローバルCOE活動を展開してきた「現象

数理学」のメッセージは、国内外に十分伝わったのでしょうか?

　結論から言いますと、「現象数理学」は学際的で、新しい学問

分野ですが、徐々に認識されてきたと思っています。特に、西欧

諸国では、現象数理学の英訳である“Modeling, Analysis and 

Simulation”の名称での研究集会やスクールが開催されており、

このような数学と現象の融合研究の重要性は認識されてきてい

ます。

　我が国では、特に文部科学省では、数学・数理科学という２

つに分けた言い方をしていますが、我々の現象数理学はモデリ

ングを重要なミッションと考えていることから、数学よりも数理

科学分野に入っているように思われています。数学界において

も、数学のイノベーションの必要性は理解されており、社会から

のニーズがあることから、文部科学省の働きかけによっていくつ

かの試みがなされています。しかしながら、依然として、それに答

所 属・役 職：�明治大学大学院先端数理科学研究科現象数理学専攻 特任教授  
先端数理科学インスティテュート所長

専 門・学 位：�現象数理学、工学博士・京都大学
研 究 内 容：�非線形非平衡現象の解析およびモデリング

現象と数理の世界の橋渡しであるモデル構築をキーワードとして、モデリング、解析それを

相補するシミュレーション等を用いて現象の解明に接近するという新しい研究・教育分野で

ある「現象数理学」を提唱。本グローバルCOEプログラム「現象数理学の形成と発展」を平成

20年度から開始している。
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現象数理学で構築されたモデルができれば、
現象の解析に向けて数学からの貢献が期待できます。
つまり、「社会に貢献する数理科学」が進みます。

�図2： MIMS博士後期課程プロジェクト系科目
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現象数理科学研究拠点の設置へ

−グローバルCOEは2012年度で終了しますが、明治大学では今

後どのような展開を考えておられるのでしょうか。

　グローバルCOEは研究拠点作りのスタートを支援するという

趣旨でした。この支援が終了する2013年度以降は、独自の活

動で卓越した研究拠点としての機能を果たしていく使命があ

ります。そのために、これまでの実績を踏まえ、さらに大きく発

展していかなければなりません。グローバルCOEの母体である

MIMSはこの活動を最重要課題であると捉えて、「現象数理学

研究拠点」を設置し、現象数理学のさらなる展開を計画してい

ます。現象数理学研究拠点の目標は、2013年度から開設される

中野キャンパスの理念である「先端研究、国際化、社会連携」と

も合致しており、明治大学のブランド力を一層高めるための一

助になると確信しています。

　新しく設置される拠点の活動ですが、研究面では、国内外の

大学、研究機関に向けて現象数理学を発信すると共に、現象

数理学の共同利用・共同研究の拠点となるべく努力したいと思

いっています。具体的には、現象数理学分野の研究集会や共

同プロジェクトを大学、研究機関に公募し、2013年度から中野

キャンパスで展開していく計画です。一方、教育面では、グロー

バルCOEプログラムの若手研究者育成の一環として設置され

た大学院先端数理科学研究科に入学した大学院生が現象数理

学を学んでいます。今後、彼らに手厚い経済支援をするために、

平成24年度から始まった文部科学省事業「卓越した大学院拠

点形成支援補助金」が獲得できればと思っています。この補助

金は、国公私立大学の中で、文部科学省支援事業であるグロー

バルCOEプログラムや「世界トップレベル研究拠点プログラム」

（WPI）等に選ばれた優秀な研究拠点を対象に、今後も大学院

生を育てるために支援しようという補助金事業です。この補助

金を獲得することは大学院生の経済支援はもちろんのこと、本

学が大学院教育においても「社会に貢献する数理科学」を展開

している拠点であることを示すことにもなります。

−MIMS自体が先端的な数理科学の研究機関ですが、それがそ

のまま現象数理学の研究拠点になるのではなく、MIMSの中に

新しい研究拠点を作るのですか。

　はい、そうです。MIMSの設置要綱では数理科学を「社会及び自

然に係る現象の数理的解析を課題とする国際的研究拠点として、

社会とのかかわりを重視した数理科学の普及・発展を図ること」と

広く解釈しています。そのために、社会に貢献する数理科学を目指

して、純粋数学から応用数学までの研究分野を基盤数理部門、現

象数理部門、先端数理部門そして教育数理部門の4つの部門に分

えられる数学者が少ない、数学は研究の文化の違いを感じて壁

を作っている等といった問題が指摘されています。つまり我が国

では数学と諸科学分野や産業の実質的な恊働研究はまだうま

く進んでいないのではと思われます。

社会に貢献する数理科学へ

−それでは、最初のインタビューのときにお聞きしたときと、日

本の状況はあまり変わっていないのですか。　　

　そうです。

　もちろん、数学界から諸分野へ向けて「越境する数学」と言った

数学の広がりに向けた取組みが展開されています。しかしながら、

現象を理解することから始まるモデリングという作業は、数学にお

いて展開される厳密な論理とは明らかに異なることから、数学者

が行うにはおのずから限界があると思います。そのためには数学と

現象の間をつなぐ学際的な分野が必要です。それが我々の展開し

ている現象数理学なのです。現象数理学で構築されたモデルが

できれば、その解析に向けて数学からの貢献が充分期待できると

思います。こうして現象数理学と数学の連携によって「社会に貢献

する数理科学」が進むと思っているわけです。

　こうした信念で、我々はこれまで、現象数理学グローバルCOE

の活動を通じて、現象数理学の研究のみならず、若手研究者の

育成にも力を注いできました。具体的には、数学、物理学、化

学、数理生物学、経済、ネットワーク科学等様々な分野から「現

象のモデルからの解明」を共通した研究動機で多くのポスドク

が集まりました。我々の所で現象数理学的研究方法を身に付け

て現在、他の大学や研究機関に移って活躍している人達が多数

います。

　一方、現象数理学の大学院教育では、先端数理科学研究科

において「MIMS Ph.D.プログラム」を実施しており、毎年5名程

度が入学して現象数理学を学んでいます。若い人達の活躍ぶり

はグローバルCOEのホームページに載っていますので是非見て

下さい。このように、これまで、数学と諸科学の連携を促進する

現象数理学を着実に実現してみせてきたわけです。このことは

「私自身が何を、どうすれば良いかわかるようになった」と言っ

てもいいですね。

　先日、文部科学省にある「数学イノベーション委員会」という

委員会に呼ばれ、現象数理学グローバルCOEについて説明して

きました（この委員会の議論はインターネットで見られます）（注

1）。先に言いましたように、数学の他分野への連携は、4年前と

大きく変わっているとは言えませんが、そういう場（委員会）で

現象数理学を説明する機会が与えられたということは、我が国

の数学・数理科学の状況が変わりつつあるという証明ではない

でしょうか。
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現象数理学専攻

2013年度は、明治大学が
現象数理学の研究と教育の拠点として、
社会に認めてもらえるかどうかを試される年。
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めに、我々の活動を学内で充分説明して、理解してもらうだけで

なく、競争的外部資金を積極的に取りに行かなくてはいけませ

ん。このように来年度は本学が現象数理学の研究と教育の拠点

となることが社会に認めてもらえるかどうかを試される年になる

わけです。先に言いましたようにリソースの限られている私学と

しては、この挑戦はジャンプしてつま先で立っているようなもの

かもわかりませんが、これまでの実績を財産としてやっていきた

いと強く思っています。

　最後になって、ネガティブなことも言いましたが、現状維持で

はなく、新しく挑戦することこそが継続である、と私は信じていま

す。日本全体の問題意識が現象数理学に向かっていて、追い風に

なっており、外部からの期待も充分あると思っています。そんな中

で、ようやく現象数理学の永続的な実体ができるわけです。

　明治大学で生まれた現象数理学は、現象数理学研究拠点を

研究の柱とし、先端数理科学研究科現象数理学専攻と、この４

月から誕生する総合数理学部現象数理学科を教育の柱として、

4月から中野キャンパスで新しい活動を展開します。ぜひ今後と

も見守ってほしいと願っています。

明治大学大学院先端数理科学研究科は、現象の本質を見抜き、理解

する抽出モデルの構築を柱とする数理科学＝現象数理学の教育研

究を行います。現象数理学は本学が生み出した新しい学問分野で

あり、明治大学先端数理科学インスティテュートを母体とする現

象数理学グローバルCOEが研究活動を進めています。その成果

を教育につなげるために作られたのが本研究科です。本研究科で

は、自然・社会・生物等に現れる複雑現象の数理的解明に必要な知

識を習得できます。

◆研究対象としての現象 
① 錯視や錯覚、思考に見られる知覚・認知現象
② �経済活動、金融工学、渋滞のメカニズムなどの社会現象
③ �免疫系、遺伝子構造、ガン細胞メカニズムなどの医学現象
④ 生命活動や生態系、進化などの生物現象
⑤ 地震のメカニズムや地球環境などの物理現象
⑥ 化学反応やタンパク質合成に現れる非平衡現象　　など

◆現象数理学の習得のために
現象数理学の習得には、現象の数学的記述＝「モデリング」、その解
析＝「シミュレーション」、そして「数理解析」の連結が不可欠です。
そこで博士前期・後期課程ともに複数指導体制を採ります。前期
は「複数研究指導制」として正指導教員1名と副指導教員2名が協
力し研究指導をします。後期では「チームフェローによる複数指
導」として、研究テーマに応じて上記3分野から1名ずつ計3名の
正指導教員がチームフェローを組み、多面的な研究指導をします。
本研究科は学部組織を持たない独立研究科です。他大学の出身者
の方にもどんどん入学していただきたいと思います。また文系出
身者でも、学部一年で学ぶ基礎的な数学と論理的思考能力、そして
社会科学の問題にチャレンジする気概がある方には、最適な学習
の場になると思います。

◆2013年4月、新キャンパスへ移転
本研究科は2013年には東京・中野にオープンする新キャンパス 

（同年4月竣工予定）へ移転します。

け、所員、研究員はどれかの部門に属しています。

　部門とは別に、特に現在MIMSの中では、精力的に活動して

いる４つの研究プロジェクト

（１）生物・社会と数理の融合研究プロジェクト

（２）錯覚と数理の融合研究プロジェクト

（３）社会と代数構造の数理の融合研究プロジェクト

（４）折り紙幾何学と計算科学との融合研究プロジェクト

が選定されています。各プロジェクトメンバーはそれぞれの部門

から選ばれており、私を例にしますと、現象数理部門に属して「生

物・社会と数理の融合研究プロジェクト」に入っています。

　プロジェクト期間は学外の競争的資金を採択されたときには

その支援期間、あるいは海外の研究機関との共同事業であれ

ばその契約期間です。もちろん、支援や契約期間が継続される

ならば、プロジェクト期間は延長されますが、プロジェクトは必

ずしも固定されたものではありません。従って、これから新しい

プロジェクトが生まれることになります。

　私が期待しているのは、グローバルCOE事業推進担当者の１

人である高安秀樹さんを中心とした、我が国の経済市場安定化

に向けた研究プロジェクト、グローバルCOE事業推進担当者の

田野倉葉子さんとMIMS研究員の中村和幸さん達を中心とした

金融時系列の研究プロジェクト、そして、やはりグローバルCOE

事業推進担当者の若野友一郎さんと４月から赴任する青木健

一客員教授を中心にした、文部科学省科研費補助金新学術領

域研究「ネアンデルダールとサピエンス交替劇の真相」に関連

する理論研究プロジェクト（注2）です。これらのプロジェクトは

「実験がしにくい」分野のほかに、社会・経済現象のように「情

報が多すぎる」という分野であり、現象数理学が力を発揮でき

る研究だと思います。さらにそれを担当する方々は純粋数学の

出身ではなく、数理科学や数理工学、数理生物学等の出身で、

まさに数学と諸科学の橋渡しをする役割を担う分野の出身です

ので、今後の活躍を楽しみにしています。

−私学である明治大学が現象数理学という対象の広い研究を

推進するのはかなり大変そうですね。

　確かに国立大学の持つ研究資産と比べれば、本学は小さい

ですから、拠点形成を持続することは大変です。この5年間は文

部科学省だけでなく本学からも手厚い支援を頂きましたので、

何とか進めることができました。この5年間の実績によって今で

は、数学・数理科学系の大きな研究プロジェクトにも参加するこ

とができるようになりました。

　しかしながら、2013年度からは文部科学省からの支援はあり

ませんので、新しいステージに入るわけです。それに明治大学の

体制も時代に合わせて刻々変わりつつあるので、その都度見直

しがあり、定常的な支援が難しくなるかもわかりません。そのた
中野キャンパス整備計画（第1期工事）外観イメージ
※CGによる完成イメージ、色や形等、竣工時とは異なる場合があります。

http://www.meiji.ac.jp/ams/

注１：�数学イノベーション委員会（第 8 回）　議事録 
 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu17/002/gijiroku/1325555.htm

注２：�「ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相」 
 http://www.koutaigeki.org/project.html
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国際会議－2012 International Conference on Modeling, Analysis   and Simulation (ICMAS)が開催されました（2012年11月6日～9日）

　2012年11月6日～9日にかけて、国際会議「2012 International Conference on Modeling, Analysis and Simulation (ICMAS)」が、明治大学

駿河台キャンパス紫紺館で開催されました。

　本グローバルCOEプログラム「現象数理学の形成と発展」は、本年度でプログラム最終年度となります。これにあたり、数理生物学・数理化学・数理

医学・ネットワーク・複雑系・非線形解析などの幅広い分野から、最先端で活躍する研究者19名（右記プログラムを参照）を、国内はもとより、韓国、フ

ランス、イタリア、スペイン、オランダ、米国から招聘し、活発な議論が展開されました。本グローバルCOEプログラムからは、4名の事業推進担当者が最

新の研究成果を発表し、また、各研究者の発表を踏まえて、今後の現象数理学の目指す方向性を探る意見交換も行われました。ポスター・セッション

では、大学院学生を含む多数の研究者の研究発表が行われ、7名の研究者に各種ポスター賞を授与し、盛況な国際会議となりました。

Program   
General Chairperson: Kota Ikeda

11月6日（火）
13:20 -13:30　Masayasu Mimura・Meiji University   "Opening"

Chairperson: Hirokazu Ninomiya
13:30 -14:10　�Henri Berestycki・Centre d'analyse et demathématique sociales (CAMS) 

"�Propagation in non homogeneous environments: From Biological invasions to the spreading of social norms"
14:10 -14:50　�Michiel Bertsch・Istituto per le Applicazioni del Calcolo 

"Differential equations and real world phenomena: some remarks"
14:50 -15:30　Break time 

Chairperson: Kokichi Sugihara
15:30 -16:10　Hiroshi Matano・The University of Tokyo　"3D cable model for cellular electrophysiology"
16:10 -16:50　�Motoko Kotani・Advanced Institute for Materials Research, Tohoku University 

"Mathematical challenge to a new phase of materials science"
16:50 -17:30　�Toshikazu Sunada・Meiji University 

"Systematic Design of Crystal Structures --Applications of Discrete Geometric Analysis--"

11月7日（水）
Chairperson: Hiroyuki Mori
10:00 -10:40　�Hsiao-Dong Chiang・Cornel University 

�"On-Line Stability Analysis of Large Scale Power Systems: Challenges in Modeling and Simulations"
10:40 -11:20　�Deok-Soo Kim・Hanyang University 

"Biogeometry for the modeling, analysis, and simulation of biomolecules"
11:20 -13:30　Break time 

Chairperson: Ichiro Hagiwara
13:30 -14:10　�Luigi Preziosi・Politecnico di Torino 

"Continuous and individual-based models for cells-environment interaction"
14:10 -14:50　�Miguel A. Herrero・Universidad Complutense deMadrid 

"Emerging properties in living systems: from individual to collective behaviours"
14:50 -15:30　Break timee

Chariperson: Joe Yuichiro Wakano 
15:30 -16:10　Yoh Iwasa・Kyushu University　"Evolution of masting: synchronized and intermittent reproduction of trees"
16:10 -16:50　Odo Diekmann・Mathematical Institute Utrecht University　"Delay Equations"

11月8日（木）
  9:30 -12:00　Poster session
12:00 -13:30　Break time (Poster session)

Chairperson: Daishin Ueyama
13:30 -14:10　�Kunihiko Kaneko・The University of Tokyo 

"Complex-Systems Biology: Mathematical Characterization of Plasticity and Robustness in Evolution and Development"
14:10 -14:50　Hiraku Nishimori・Hiroshima University　"Dynamics of Dunes: In What Situations Do Minimal Models Work?"
14:50 -15:30　Yasumasa Nishiura・Advanced Institute for Materials Research, Tohoku University　"Heterogeneity-induced pulse generators"
15:30 -16:10　Break time (Poster session) 

Chairperson: Nobuhiko J. Suematsu
16:10 -16:50　�Kenichi Yoshikawa・Doshisha University 

�"Unveiling hierarchical dyanamics of life through the cooperation of mathematical modeling and real-world modeling"
16:50 -17:30　�Kenneth Showalter・West Virginia University 

�"Synchronization in Populations fo Chemical Oscillators: Quorum Sensing Phase Clusters, and Chimera States"
17:30-            Poster session Awards ceremony

11月9日（金）
Chairperson: Kazuyuki Nakamura
10:00 -10:40　�Martin Vohralik・Laboratoire Jacques-Louis Lions Paris 6 University 

�"Adaptive regularization, linearization, and algebraic solution in numerical discretizations"
10:40 -11:20　Kanya Kusano・Nagoya University　"Modeling and Simulation for Prediciton of Solar Eruptions"
11:20 -12:00　Tomoyuki Higuchi・The Institute of Statistical Mathematics　"Prediction, Design, and Data assimilation"

■Award winners

○Best Poster Award

	 •�Alvaro Kohn-Luque (Department of Applied Mathematics, Complutense University of Madrid) 

"Modelling Vascular Morphogenesis"

○Poster Award for Excellence

	 •�Koutarou Tamura (Tokyo Institute of Technology) 

"Money-flow model on a Japanese inter-firm network and Theoretical"

	 •�Akiko Nakamasu (JSPS; MIMS, Meiji University) 

"Modeling and analysis of branching patterns in compound leaves"

○Incentive Award for Poster presentation

	 •�Hirofumi Niiya (Graduate School of Science, Hiroshima University) 

"Dunes as dynamical systems; numerical and analytical approaches to morphodynamics"

	 •�Kenta Odagiri (MIMS, Meiji University) 

"Ring formation by competition between entropic effects and thermophoresis"

	 •�Hirofumi Izuhara (MIMS, Meiji University) 

"Spatio-temporal patterns in the Keller-Segel system with growth"

	 •�Joao Gari da Silva Fonseca Junior (AIST - Research Center for Photovoltaic Technologies)�

"Forecasting Photovoltaic Power Generation in Hokkaido: A Preliminary Assessment Regarding 

Local and Regional Accuracy"



活 動 記 録

●先端数理科学B
　「医学と数理」
開催日：2012年12月18日～21日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A401・A402

コーディネーター：池田幸太（MIMS研究員）

12月18日

10:10 -11:40　�「現象を記述する数学」 中根和昭・大阪大学

13:30 -15:00　�「ホモロジーと組織」 中根和昭・大阪大学

15:10 -16:40　�「演習」 中根和昭・大阪大学、池田幸太・明治大学、

MIMS研究員

12月19日

10:00 -11:30　�「Gradient modelとその展開」 三浦　岳・京都大学

13:30 -15:00　�「Turing instabilityとその応用」 三浦　岳・京都大学

15:10 -16:40　�「Phase field法とは」 三浦　岳・京都大学

16:50 -18:20　�「演習」 三浦　岳・京都大学、池田幸太・明治大学、

MIMS研究員

12月20日

10:00 -11:30　�「感染症流行の数理モデル（1）」 西浦　博・香港大学

13:30 -15:00　�「感染症流行の数理モデル（2）」 西浦　博・香港大学

15:10 -16:40　�「感染症流行の数理モデル（3）」 西浦　博・香港大学

16:50 -18:20　�「演習」大森亮介・香港大学

12月21日

10:00 -11:30　�「感染症流行の数理モデル（4）」 西浦　博・香港大学

13:30 -15:00　�「感染症流行の数理モデル（5）」 西浦　博・香港大学

15:10 -16:40　�「感染症流行の数理モデル（6）」 西浦　博・香港大学

16:50 -18:20　�「演習」 大森亮介・香港大学

●Advanced Mathematical Sciences D
　「Pattern Formation: Legacy of Alan Turing」
開催日：2012年12月4日～7日

場所：�明治大学生田キャンパス第二校舎A館A416・A417（12月4日），

A401・A402（12月5日～7日）

コーディネーター：三村昌泰（拠点リーダー）

12月4日

10:30 -12:00　�「Models of biological pattern formation I」 

Hans Meinhardt・Max-Planck-Institute for 

Developmental Biology

13:00 -14:30　�「Turing pattern formation by CIMA reaction in a far-

from-equilibrium chemical system (1)」  

朝倉浩一・慶應義塾大学

14:40 -16:10　�「Turing pattern formation by CIMA reaction in a far-

from-equilibrium chemical system (2)」 

朝倉浩一・慶應義塾大学

16:20 -17:50　�「Spiral formation in heterogeneous discretized 

excitable media」 木下修一・明治大学研究推進員、

GCOE-現象数理ポスト・ドクター（SPD）、 

三村昌泰・明治大学、拠点リーダー

12月5日

10:30 -12:00　�「Models of biological pattern formation II」 

Hans Meinhardt・Max-Planck-Institute for 

Developmental Biology

13:00 -14:30　�「Pattern formation by global feedback: stationary 

and oscillatory instabilities (1)」 

小川知之・明治大学、事業推進担当者

14:40 -16:10　�「Pattern formation by global feedback: stationary 

and oscillatory instabilities (2)」 

小川知之・明治大学、事業推進担当者

16:20 -17:50　�「Pattern formation -Approach from numerical 

bifurcation analysis-」 

出原浩史・明治大学研究推進員、三村昌泰・明治大学、

拠点リーダー

12月6日

10:30 -12:00　�「Models of biological pattern formation III」 

Hans Meinhardt・Max-Planck-Institute for 

Developmental Biology

13:00 -14:30　�「A versatile pattern generator---from a mathematical 

point of view (1)」 高木　泉・東北大学

14:40 -16:10　�「A versatile pattern generator---from a mathematical 

point of view (2)」 高木　泉・東北大学

16:20 -17:50　�「Pattern formation in non-equilibrium soft matter 

systems」 小田切健太・明治大学研究推進員、 

三村昌泰・明治大学、事業推進担当者

12月7日

10:30 -12:00　�「Models of biological pattern formation IV」Hans 

Meinhardt・Max-Planck-Institute for Developmental 

Biology

13:00 -14:30　�「Turing instability in Developmental Biology (1)」 

三浦　岳・京都大学

14:40 -16:10　�「Turing instability in Developmental Biology (2)」 

三浦　岳・京都大学

16:20 -17:50　�「Turing patterns on growing organisms: From 

pigment patterns to branched leaves」 

中益朗子・日本学術振興機構特別研究員、 

三村昌泰・明治大学、拠点リーダー

●現象数理談話会（GCOE Colloquium）
第23回現象数理談話会
開催日：2012年10月17日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A401教室

14:40 -16:10　�「遺伝子から形への道筋がついた」本多久夫・兵庫大学

第24回現象数理談話会
開催日：2012年11月29日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A401 教室

16:30～17:30　�「Modelling the Perception of textures by the 
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教育・研究活動 visual cortex: a structure tensor approach」Pascal 

CHOSSAT・Laboratoire Jean-Alexandre Dieudonné

●現象数理学セミナー
第3回現象数理学セミナー
開催日：2012年10月25日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A206教室

16:30 -18:00　�「化学的不安定性で誘起された自己推進型液滴」 

伴 貴彦・大阪大学

第4回現象数理学セミナー
開催日：2012年11月2日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A207教室

13:00 -14:30　�「フェーズフィールドによる多細胞系の数理モデルに

ついて」 野々村真規子・日本大学

第5回現象数理学セミナー
開催日：2012年11月25日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A206教室

16:30 -17:30　�「鳥の群れの動態計測と解析」 早川美徳・東北大学

●GCOE MASセミナー
(Mathematical Sciences based on Modeling, Analysis and Simulation 

Seminar)

オーガナイザー：�三村昌泰（拠点リーダー） 

上山大信（事業推進担当者） 

若野友一郎（事業推進担当者） 

池田幸太（MIMS研究員） 

木下修一（GCOE-現象数理SPD）

第56回MASセミナー
開催日：2012年10月4日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A206

16:30 -18:00　�「A new model of ion channels: PNP-steric equations」

Tai-Chia Lin・National Taiwan University

●MEE Seminar
(Mathematical Ecology & Evolution Seminar)

オーガナイザー：�若野友一郎（事業推進担当者） 

岡嶌亮子（GCOE-現象数理PD）

第37回MEE Seminar
開催日：2012年11月22日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A206教室

16:30 -17:30　�「opulation cycles induced by age-specific 

interactions」 今　隆助・宮崎大学

第38回MEE Seminar
開催日：2012年11月30日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A306教室

16:30 -17:30　�「Theoretical studies of the intracellular dynamics 

and within host evolution of viruses」 

中林　潤・横浜市立大学

第39回MEE Seminar
開催日：2012年12月6日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A206教室

16:30 -17:30　�「Brownian motion and a harmonic transform for 

one dimensional diffusion processes」 

嶽村智子・奈良女子大学

第40回MEE Seminar
開催日：2012年12月13日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A206教室

16:30 -17:30　�「Application of kernel approximate Bayesian 

computation for population genetic study」 

中込滋樹・統計数理研究所

●2012 International Conference on Modeling, Analysis 　
　and simulation (ICMAS)
会期：2012年11月6日～9日

会場：明治大学駿河台キャンパス紫紺館

11月6日

13:20 -13:30　�「Opening」三村昌泰・明治大学、拠点リーダー

13:30 -14:10　�「Propagation in non homogeneous environments : 

From biological invasions to the spreading of social 

norms」Henri Berestycki・Centre d'analyse et de 

mathématique sociales (CAMS)

14:10 -14:50　�「Differential equations and real world phenomena: 

some remarks」Michiel Bertsch・Istituto per le 

Applicazioni del Calcolo

15:30 -16:10　�「3D cable model for cellular electrophysiology」 

俣野　博・東京大学

16:10 -16:50　�「Mathematical challenge to a new phase of materials 

science」 小谷元子・東北大学原子分子材料科学高等研

究機構

16:50 -17:30　�「Systematic Design of Crystal Structures 

--Applications of Discrete Geometric Analysis--」 

砂田利一・明治大学、事業推進担当者

11月7日

10:00 -10:40　�「On-Line Stability Analysis of Large Scale Power 

Systems: Challenges in Modeling and Simulation」

Hsiao-Dong Chiang・Cornel University

10:40 -11:20　�「Biogeometry for the modeling, analysis, and 

simulation of biomolecules」 

Deok-Soo Kim・Hanyang University

13:30 -14:10　�「Continuous and individual-based models for cells-

environment interaction」 

Luigi Preziosi・Politecnico di Torino

14:10 -14:50　�「Emerging properties in living systems: from 

individual to collective behaviours」 

Miguel A. Herrero・Universidad Complutense de 

Madrid




